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2.　運転実績
2. 1　運転実績
　川越市資源化センター熱回収施設の試運転開始以
降の処理実績を図２に示す。いずれの系列において
も，定格処理量程度で安定した操業運転を行ってお
り，２号系では竣工約４カ月後の2010年７月８日に
90日連続運転を達成した。１号系においても引き続
き90日連続運転に向けて安定稼働を継続している。
2. 2　排ガス処理性能
　引渡性能試験における排ガス測定結果を表３に示
す。HCl，SOx等の酸性成分除去には湿式スクラバ
による処理を，NOxに関しては触媒反応塔の前に
アンモニアを吹込み還元処理を行っており，排ガス
基準値を安定してクリアできている。
　つぎに，排ガス処理装置各所における DXNs濃
度の結果を表４に示す。バグフィルタ⑴出口，触媒
反応塔出口，煙突のそれぞれにおいて DXNs濃度
が十分に低く，DXNs基準値0.005 ng-TEQ/m3N以下
を満足していることを確認した。
2. 3　最終処分場負荷の低減
　本施設では鉄，アルミが未酸化状態（図３）で回

図２　運転状況

350

300

250

200

150

100

50

0

t/d １号系 ２号系

点検 点検 点検

負荷試運転 負荷試運転 負荷試運転 負荷試運転 負荷試運転 実用運転負荷試運転

２号系90日連続運転達成

11/1 12/1 1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1
1/18～1/21
予備性能試験

試運転開始 2/15～２/18
引渡性能試験

3/15
竣工

１号系

２号系

月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月
年 2010年

9

1518 21 5 16 24 10 21

1 13 24 7 2114
6日

4日 16日 9日 11日
8 18
11日

9
93日

13日 15日
2 18

17日
7 4

23日
7 4

23日
2
9日

表３　引渡性能試験における排ガス測定結果
１号系 ２号系 １号系 ２号系 基　準　値

ばいじん
NOx
HCl
SOx

CO（4 hr平均）
DXNs

［g/m3N］
［ppm］
［ppm］
［ppm］
［ppm］
［ng-TEQ/m3N］

0.001
21
1
＜1
1

0.00031

＜0.001
37
1
＜1
5

0.0011

＜0.001
40
2
＜1
＜1

0.000019

＜0.001
30
1
＜1
3

0.00012

0.02 g/m3N以下
50 ppm以下
10 ppm以下
10 ppm以下
30 ppm以下

0.005 ng-TEQ/m3N以下

表４　DXNs濃度測定結果（酸素濃度12 ％換算値）
DXNs濃度 （ng-TEQ/m3N）

BF⑴
出　口 触媒出口 煙 突 煙 突

基 準 値
１号系
（１回目） 0.0057 0.000022 0.00031

0.005

１号系 
（２回目） 0.000054 0.0000013 0.000019

２号系
（１回目） 0.0026 0.000023 0.0011

２号系
（２回目） 0.000065 0.0000024 0.00012

図３　鉄，アルミの回収状況
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収できるため，既に有償にて売却されている。ま
た，本施設は併設するリサイクル施設から発生する
リサイクル残渣を受け入れているが，スラグは表５
に示すように，重金属の溶出，含有量や，各種物理
性状ともすべて JIS A 5032に適合し，アスファルト
舗装用の混合材として有効利用されている。さら
に，ボイラ，バグフィルタで捕集された飛灰につい
ても，表６に示すよう溶融による非鉄金属成分の濃
縮によって，山元還元による有効利用が行われてい
る。以上のように，流動床式ガス化溶融炉からの排
出物のほとんどが再利用されており，循環型社会の
実現に貢献する技術であるといえる。
2. 4　ごみ焼却にかかる CO2 排出量の削減効果
　表７に本施設の２炉運転時におけるエネルギー収
支と CO2 収支を示す。本施設はボイラおよびエコ
ノマイザを用いて排ガスから熱を蒸気として回収
し，加えて低温触媒の採用により排ガスの再加熱に
使用する蒸気量を抑えており，２炉運転時の発電原
単位の実績は346 kWh/ごみ t，場外・場内の余熱利

用と合わせてプラント総合熱効率は20.5 ％と高い。
本施設は，プラント消費電力と都市ガスバーナの燃
料使用に伴う CO2 排出量に対して余剰電力と余熱
利用に伴う CO2 削減量の方が大きいため，CO2 排
出量の収支がマイナスで，ごみ焼却に伴ってごみ１
t当たり104 kgの CO2 削減効果が得られている。
む　す　び
　川越市資源化センター熱回収施設は，国内でもっ
とも厳しいレベルの排ガス基準（DXNs≦0.005 ng-

表５　スラグの性状

項　　　　目 基準値および規格
測　　定　　結　　果

１回目 ２回目 ３回目

溶 出 量

カ ド ミ ウ ム
鉛

六 価 ク ロ ム
ひ 素
総 水 銀
セ  レ  ン
ふ っ 素
ほ う 素

mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L

0.01以下
0.01以下
0.05以下
0.01以下
0.0005以下
0.01以下
0.8以下
1.0以下

＜ 0.001
＜ 0.001
＜ 0.005
＜ 0.001
＜ 0.0005
＜ 0.001
＜ 0.08
＜ 0.1

＜ 0.001
＜ 0.001
＜ 0.005
＜ 0.001
＜ 0.0005
＜ 0.001
＜ 0.08
＜ 0.1

＜ 0.001
＜ 0.001
＜ 0.005
＜ 0.001
＜ 0.0005
＜ 0.001
＜ 0.08
＜ 0.1

含 有 量

カ ド ミ ウ ム
鉛

六 価 ク ロ ム
ひ 素
総 水 銀
セ  レ  ン
ふ っ 素
ほ う 素

mg/kg
mg/kg
mg/kg
mg/kg
mg/kg
mg/kg
mg/kg
mg/kg

150以下
150以下
250以下
150以下
15以下
150以下
4000以下
4000以下

＜ 15
49
＜ 25
＜ 15
＜ 1.5
＜ 15
＜ 400
＜ 400

＜ 15
44
＜ 25
＜ 15
＜ 1.5
＜ 15
＜ 400
＜ 400

＜ 15
68
＜ 25
＜ 15
＜ 1.5
＜ 15
＜ 400
＜ 400

外　　　　　観

堅硬で，かつ，異物，針
状固化物及びへん（扁）
平又は鋭利な破片などを
使用上有害な量を含んで
はならない。

良　　好 ― ―

粒 度
FM 2.5

ふるいを通るものの
重量百分率（％）

4.75 mm
2.36 mm
   75 μm

100
85～100
0～10

100
 96
　4

―
―
―

―
―
―

表　乾　密　度 g/cm3 2.45以上 2.79 ― ―
吸　　水　　率 ％ 3.0以下 0.4 ― ―

表６　溶融飛灰の分析結果
項　　　目 含　有　濃　度

Pb
Cu
Cl
S

Na
Ca
K

4 400～5 000 mg/kg
2 500～2 900 mg/kg
14.0～15.0 ％
1.41～1.83 ％
6.58～7.56 ％
16.7～17.2 ％
5.44～5.76 ％
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TEQ/m3N）を設定して運転管理し，安定操業を継続
している。また鉄，アルミ，スラグの有効利用や飛
灰の山元還元による有価資源の回収を行うととも
に，焼却処理に伴うエネルギーの有効利用を図って
いる。今後も継続して安定稼働の達成や最終処分
量，CO2 排出量の低減に取組み，循環型社会と地球
温暖化防止の促進に寄与していきたい。
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表７　エネルギー収支および CO2 収支
入 出

物質収支 ご み 処 理 量
都市ガス使用量

1.0 t（9 290 kJ/kg）
2.5 m3N /ごみｔ（40 616 kJ/m3 N）

発 電 量
場外供給蒸気量

346 kWh/ごみ t（3 600 kJ/kW）
0.2 t/ごみ t（2 945 kJ/kg）

熱 収 支
ご み 発 熱 量
都市ガス発熱量

9.3   GJ/ごみ t
0.10 GJ/ごみ t

発 電
場外余熱利用（＊2）
場 内 余 熱 利 用

1.2 GJ/ごみ t
0.4 GJ/ごみ t
0.2 GJ/ごみ t

合 計 9.4   GJ/ごみ t 合 計 1.9 GJ/ごみ t

CO2 収支
（ ＊１）

買 電 力 0 kgCO2 /ごみ t（0 kWh/ごみ t）余 剰 電 力 70.1 kgCO2 /ごみ t（165 kWh/ごみ t）

都 市 ガ ス 5.1 kgCO2 /ごみ t 余 熱 利 用
（場　外・場　内）38.7 kgCO2 /ごみ t

合 計 5.1 kgCO2 /ごみ t 合 計 108.8 kgCO2 /ごみ t

発電効率（ ＊３）　　　　　　　　　　　　　13.3 ％
総合熱効率（発電＋余熱利用）（＊４）　　　　20.5 ％
CO2 削減量　　　　　　　　　　　　　　　104 kgCO2 /ごみ t
（ ＊１）排出係数は電気 0.000425 tCO2 /kWh，都市ガス 0.0138 tC/GJ，熱供給（蒸気）0.057 tCO2 /GJとする。
　　（環境省・経済産業省：温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル Ver.２．4より）
（ ＊２）場外余熱利用：将来建設予定の場外余熱利用設備に高温水を供給する計画熱量
（ ＊３）発電効率＝（発電 kWh×3 600 kJ）÷（ごみ発熱量＋都市ガス発熱量）
（ ＊４）総合熱効率＝（（発電量 kWh×3 600 kJ）＋（余熱利用熱量））÷（ごみ発熱量＋都市ガス発熱量）


